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してし まって、 其 後 は どんな 水に 飼おうと、 生涯 変ら 

ない。 この 変らない 金魚が、 最も 高級品で ある。 清水 

家の 池なら、 その 高級品が 育てられる。 湧き水の とこ 

ろ だけ を堰 きわけ、 淀んだ 方で 優秀な 色合いの もの を 

育て、 泉の 方で その 色合い を 固定させる の だそう であ 

る。 

また、 池 を 貸して 下さらな いかと も 言いました。 I 

I 金魚 池に する ので ある。 東京の 金魚屋 は 殆んど 全滅 

してる ので、 金魚 を 育てて 売り出せば、 如何に 高価で 

も 多量で も 充分に 捌ける。 それに、 餌 は 容易く 得られ 

る。 下水溝の 露出して ると ころが 多く、 いとめが うよ 



うよ 繁殖す るに 違いない。 金魚の 専門家で 協力したい 

と 一一 一一 n つ てる 者 も あるそう である。 

また、 池のと ころ だけ 売って 下さらな いかと も 言い 

ました。 —— あれ だけの 面積 を、 ただ 遊ばして おくの 

はつ まらない。 普通の 地所と 同じ 価格で 譲り受けたい。 

決して 目障りになる ような こと はしない そうで ある。 

また、 所有の 地所 を そっくり 貸して 下さらな いかと 

も 言いました。 —— 勿論、 今 建って る 家 は 相当の 価格 

で 譲り受けた 上の ことで ある。 それに バラックの 建て 

増し をして、 デバ —， ^式の 商店に する。 池の そばに は 

喫茶店 を 出す。 繁昌す る こと 請け合い である。 もっと 



子 は 俄に 顔色 を 変えて、 口 を噤ん でしまい ました。 頰 

骨の 少し 張った、 鼻の 低い、 丸みが かった その 顔 は、 

蠟 細工の ようになり、 切れの 長い 眼 だけが、 作りつ け 

の ものの ようで、 光って きました。 

辰 子 はなに かぎ くりとして、 黙り こみました。 

時 子 はじつ と 辰 子 を 見つめました。 暫くして ふいに 

言いました。 

「それ は 本当です よご そして はっきり 頷きました。 

「あの 池に は、 子供が はいって おります ご 

「え、 御存じです かご と 辰 子 は 叫びました。 時 子 は 低 

い 確実な 声で 繰り 〔# 「繰り」 は 底本で は 「燥り 匕 返し ま 



「同じ 子供です。 ずっと 池に はいって おります。 でも、 

そのうちに 出て 来ます よご 

「え、 出て 来ます つて ご 

「出て 来ます ご 

辰 子 は 言葉に つまり、 息 もつ まるよう な 気がし まし 

た。 時 子の 光った 眼が、 辰 子 を 見つめた ままで、 まば 

たき 一 つし ませんで した。 その 眼から、 涙が ほろ りと 

流れ ましたが、 やはり まばたき もしないで 見つめて い 

ま ^9 

辰 子 は 堪え きれ なくなって、 立ち上り、 会釈 も そこ 

そこに 出て ゆきました。 じっと見 つめて る 眼 を、 背中 



来る に違いないの だ。 そうした 彼女の 思念 は、 深く 根 

を 張って、 どうに も 出来ない。 増ニ郎 はさん ざん 持て 

あまし、 また 可哀想に もな り、 それに また、 このまま 

では 怪談の 種 をまい て 池に けち を つける ザ J とに もなる 

ので、 まあ、 出来る ことなら、 池 を 借りて、 そこで 時 

子 を 遊ばせたら、 時 子の 気持ち も 常態に 復す るだろう 

と、 そんな 風に 考えた のだった。 

それ を 聞いて るう ちに、 恒吉 はます ます 忌々 しくな 

リ ました。 

「子供の こと を 口走る の だと、 ただ それば かりで はな 

いでし ようご 



話が 起った という ことにつ いて、 憤り を 禁じ 得な かつ 

たのでした。 

—— なんという 愚劣な 蒙昧な ことだろう。 

それから、 その 全体の 愚劣 蒙昧 さに 対して、 挑戦す 

る 気持ちに なりました。 挑戦の 方法と して、 池 浚え を 

考えました。 

恒吉は 会社で、 高 鳥 真 作に 逢って、 池 浚えの こと を 

相談し ました。 

真 作 は 眼 を 丸く しました。 

「やはり 出ます かご 

それ を 問いつ めます と、 真 作 は 打ち明けました。 I 



I 移転 少し 前の こと、 或る 夜 池の 中に 女の 姿が しょん 

ぼリ 立って いた。 それが 確かに 見えた。 しばらく 見つ 

めて るう ちに、 女の 姿 はす— つと 向う へ 行って、 消え 

てし ま つた …… 。 

恒吉は 顔をしかめました。 

「だから、 そんな ことがありました から、 やはり、 池 

を 浚えて みた 方が 宜しいで すよ。 大丈夫、 引き受け ま 

した。 社の ポンプ を 使えば、 わけはありません ご 

恒吉 はた だ 仕事 だけ を 頼みました。 

—— ここに も、 愚劣 蒙昧の はしつ くれが ある。 恒吉 

は 全く 挑戦の 決心 をし ました。 高 鳥 真 作に 池 浚え を や 



池 浚えの あと、 時 子 は ひどく 無口に なった だけで、 

別に 怪しい 点 も 見えなかった そうでした。 ただ 一 っ不 

思議な の は、 池から 斜め 上に 当る 崖の 上に、 嘗て は 粗 

末な 稲荷 堂が あって、 小さな 石の 鳥居が まだ 残って い 

ましたが、 その 鳥居の 片足に、 赤い 布が 巻きつけて あ 

るの が、 誰から ともなく 見出されました。 その 赤い 布 

は 前日まで は、 少く とも 数日 前まで は 無かった という 

ことでした。 また、 前日、 その 辺 を 時 子が ぶらついて 

たという ことでした。 然し それらの こと も 確か かどう 

か 分らず、 ただの 風説 程度に 過ぎませんでした。 

然し、 それらの こと は、 清水 g 吉に 深い 印象 を 与え 
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